
漢字の歴史 
 

 やく3300ねんまえに うまれた 漢字は、いろいろな ものに かかれてきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   テレビやスマートフォン、パソコンなどの がめんにも、 
 たくさん 漢字が かかれています。 
 
 でも、どうやって かいてあるのかな？ 
 えんぴつ？ペン？ 
 
 よーくみてみると、がめんでは、漢字が 
 てん（ドット）で つくられています。 
 
 てんのあつまりが漢字になるのかな？ 
 つぎのシートを見ながらアイロンビーズでつくってみよう。 

アイロンビーズで漢字 



○準備するもの 
・アイロンビーズ（2色） 
・アイロンビーズ用プレート 
・ピンセット 
・設計図を印刷する紙（A4サイズがおすすめ） 
・アイロン 
・アイロン台（分厚い雑誌でもOK） 
・アイロンペーパー（クッキングシートでもOK) 2枚 
・キーホルダー用チェーン（手芸屋さんで売っています） 
 ※置いて飾る場合は準備しなくてOKです 

 

○アイロンビーズの作り方 

①漢字を一字えらんで設計図に
印刷します。設計図はWEBサイ
トからダウンロードできます。 
※手書き(8cmくらい)でもOK 

完成例 

②プレートのしたに漢字の
印刷された紙をしいて、 
黒い線の上にピンセットで
1色目のビーズを置いてい
きます。 

③ 1色目のビーズが置けたら、
2色目を置きます。 
チェーンを通す穴を1個分あ
けておいてください。 

④（あぶないから、おうちの人
にやってもらおう！） 
アイロンビーズの上にアイロン
ペーパーをのせて、アイロンを
かけます。 

⑤（あぶないから、おうちの人
にやってもらおう！） 
裏返してプレートを外し、 
もう1枚アイロンペーパーをの
せて、アイロンをかけます。 

⑥5分さましてから、
チェーンをつけます。 
(見本のビーズは、ピンク、
水色、透明を使いました) 

アイロンビーズで漢字 

1個分あける 


